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所報タイトル「情熱」は所内で掲げる 

平成 25 年度の目標です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 

今年の４月で新人３人が入所してから１年が経ちました。そこで、「この１年間を振り返って」

をテーマに吉田(司会)、山野(ご意見番)、大槻、古賀、杉田の５人で座談会を行いました。 
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吉田：まずは、ざっくばらんに、１年間経験して率直な感想を聞かせてください。 

大槻：この１年間はあっという間でした。この

短い期間でも多くのことを経験できまし

たし、学んだことがたくさんあります。

また、まだまだ勉強しなければならない

ことがたくさんあるなと感じましたし、

分かっていたことですが、この職業は「一

生勉強を続けていかなければならない職

業」っていうことを本当に実感しました。

古賀：自分は、入所当初は知識がほとんどなく、この１年間は｢とにかく何でもやってみる｣

という気持ちで仕事に臨んでいました。毎日の仕事が勉強だったので、新しい知識を

吸収でき楽しく感じることが多くありました。 

杉田：学生時代は、学問としての会計を学んできましたが、実際の実務を経験して学問とは異

なる部分が多くあり、知識の定着ももちろん大事ですが、実務に慣れていくことも重要

なことなんだと感じました。 
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吉田：では、今聞かせてもらったことを基に質問をします。 

吉田：大槻君は勉強、知識面に関して重要性を感じたようだけど、今まで何か不足を感じた

ことはありました？ 

大槻：この仕事に必要な知識はとても幅広いので、この点を補うには、

問題に突き当たった都度解決していくしかないのかなとも思うの

ですが、まずは、先輩方の助言を基に優先順位を付けて知識を広

げていこうと考えています。 

吉田：まあ、この仕事は『何でも屋』みたいなところがあるからね。 

古賀：私も、「そんなことまで聞かれるんだ」って思うことがよくあります。 

大槻：１人でお客様のところへ訪問するときは、「何を質問されるんだろ

う・・？」って緊張しますね。 

山野：そうだね、税法以外の法律や、社会保険の知識とかも必要になってくるから、そういっ

たものはその都度対応することになってしまうので、経験を多く積んで肥やしにしても

らえればなと思います。 

吉田：杉田君の場合は「勉強と実務が違う」って感じたって言っていましたけど、どういった

ことがありましたか？ 

杉田：処理を行う上で、担当の判断が必要になるシチュエーションが多くあって、そういうの

は教科書には書いてないんですよね。だから、そういったときは困りますね。 

大槻：「試験だったら指示が与えられているのになあ・・・（苦）」って思うことがよくあるよ

ね。 

山野：そこが実務の難しいところだよ。 

吉田：古賀君は吸収した１年で楽しかったと言っていましたが、嬉し

かったことなどありましたか？ 

大槻：税法そのものにも不足を感じましたが、特に不足を感じたのは税法以外の周辺知識で

す。 

吉田：それを補うためにどのようなことをしていくべきだと考えていますか？ 
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古賀：やっぱり褒められると嬉しいですね。お客様に質問されて答えられないことがあったん

ですけど、その質問を一生懸命調べて、後日報告させて頂くと｢そこまで調べてくれた

の！？｣って喜んで頂け、その時は本当に嬉しかったです。また、自分の知識も増える

ので、それもまた嬉しいんです。 

古賀：確定申告のことなんですが、例年より早く終わったことを 喜んでくださり直筆の手

紙を頂いたんです。 

古賀：そう、もらいました！ 

吉田：どんな内容でしたか？ 

山野：メールでも回覧したしね（笑）。 

杉田：前に、お客様から手紙をもらったことがあったよね。 

吉田：ここで、山野さんから３人にアドバイスを頂きたいのですが・・・。 

古賀：あれは本当に嬉しかったです！ 

山野：そうですね、まず、基本となるのは税法なので条文をしっかり読んでもらいたいですね。

事務所にはたくさん専門書等が揃っているので、そういうものを多く活用してもらうと

いいと思います。 
また、うちの事務所は他の事務所に比べ規模も大きいから、知識を多く持った先輩、経

験豊富な先輩が多数いるというメリットがあります。このメリットを生かして先輩達か

ら多くのものを吸収してもらいたいと思います。 

吉田：では、最後になりますが、これからの意気込みをお願いします。 

古賀：私は、２つの軸を持って仕事にあたりたいと思っています。まず、知識を深めるという

こと。具体的な目標として税理士を目指すことです。もう１つは、お客様とのコミュ

ニケーションです。この２つを大切にしたいです。 

杉田：人に教わるだけでなく、自ら調べて知識を広げ定着させることに努めたいです。そして、

先輩方から実務に限らず、良い所をどんどん盗み今後に生かしていきたいと思います。

大槻：この１年は知識を身に付けることばかりに偏っていたところがあったので、これからは

お客様のところへ多く訪問させて頂き、お客様に対する接し方や、先輩方の対応を学ん

でいきたいと思います。 

吉田：これで終わりになりますが、それぞれの経験を生かしお客様に良

いサービスを提供して頂きたいです。 
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 ◆６月の所内予定表◆ 

 

４日 ㈱小林合同会計 会議 

７日 大掃除 

８日 会議・研修 

１０日 委員会代表者会議 

１１日 特別講演会 

１４・１５日 所内旅行 

Ｙ：幼少の頃は歯並びがきれいだねとよく言われた

ものですが、親知らずが生えてきて、歯並びが

確実に悪くなりました。矯正しようか迷ってい

る今日この頃です。 

 

Ｋ：定期健診をずっと続けています。お医者さんに

「歯がキレイですね。」と言われました。 

 

Ｍ： 歯の保険があるなんて最近知りました。 

今年も事務所では夏季の節電対策として「クールビズ」を実施しています。 
１０月３１日迄の期間中、省エネルギーの為社内の冷房を控えたく、所員がノーネクタ

イ・ポロシャツ等の軽装で勤務しておりますが、ご理解いただきますようお願いいたします。

・使用していないエリアは消灯を徹底する 
・昼休みなどは完全消灯を心がける 
・ＬＥＤ照明に交換する 

・エレベーターやエスカレーターの稼働を半減又は停止する 
・給湯器、温水洗浄便座、エアタオル等のプラグをコンセントから抜く

・長時間席を離れる時は、ＯＡ機器の電源

を切るかスタンバイモードにする 

・デマンド監視装置を導入し、設定を契約電力のマイナス１５％とし、

警報発生時にあらかじめ決めておいた節電対策を実施する 

・室内温度を２７℃とする 
・使用していないエリアは空調を停止する 
・フィルターを定期的に清掃する 
・分散起動し立ち上げによるピーク電力上昇を抑制する


